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いんざい健康ちょきん運動
「地区全体交流大会」

　市内のアコーディア・ゴルフ習志野カントリークラブで、10月24日から28
日にかけ、日本初となるアメリカ男子ゴルフPGAツアー「ZOZOチャンピオン
シップ」が開催されました。
　大雨の影響で、開催中止日をはさみ
ながらも4日間にわたって優勝が争わ
れただけでなく、観客の安全を考慮し
26日は無観客試合となるなど、異例
の開催。それでも、世界で活躍するトッ
ププロのプレーを間近で見ようと、全
国から大勢の人が印西市を訪れ、日曜
日の観客数は2万人を超えました。
　また、市では会場内にPRブースを
設け、「いんザイ君ガチャガチャ」を設
置し、市の特産品でもある手焼き煎
餅などとともに、市のPR活動を行い
ました。ガチャガチャは約1,000人の
皆さんが挑戦し、1等のいんザイ君が
描かれたオリジナルゴルフボールが当
たった人からは、「やったー！」という
歓声も聞かれました。

東京オリンピック代表内定の野口選手 優勝を飾った清水選手

広報　いんざい

市民の交流が生まれる場
いんざい産業まつり
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　11月2日、“食欲の秋”にふさわしいイベント「いんざい産業まつり」がBIGHOPガーデンモール印西駐車場
で開催されました。同イベントのメインは、市内で生産される農産物、畜産物、工業製品などの即売会。
　「おいしいから食べていってネ！」、「試食どう！？」威勢のよい掛け声とともに売られているのは、農家の方々

が丹精込めて育てたお米や野菜、地元店による手作りの総菜、製菓、
地酒など。普段何気なく口にしている飲食物も、こうして生産者の
顔を見て会話をすることで、さらにおいしく味わえる気がします。
　他にも、スタンプラリーや輪投げといったゲームが催され、老若
男女が大奮闘。得点に応じて、トマトやキュウリやネギといった新
鮮な野菜を景品でもら
える輪投げでは、輪を
握りしめて、誰もが真
剣な表情に。
　体験型のブースもあ

り、印西市の名物の一つでもある手焼きせんべいの手作り体験が大人気。せんべ
いに、はけで醤油を塗って七輪の火で炙ると、なんとも香ばしい香りが漂います。
焼きたてを笑顔でほおばる子どもたちの中に、この印西市伝統のせんべいを受け
継ぐ未来の後継者が出てくるかもしれませんね。

印西市ブース 全員でいんざい健康ちょきん運動

豪華な野菜の宝船

地元で人気の味がたくさん

手焼きの素朴な味を堪能

　10月26日から27日にかけて松山下公園総合体育館で開催されたIFSC
リードワールドカップ印西2019。大会は今季の最終戦として行われ、世
界各国の選手が到達する高さを競いました。日本勢は清水裕登選手が男子
決勝で見事優勝。女子決勝では野口啓代選手が4位となりました。

10/26〜27

ZOZOチャンピオンシップ

　11月1日、今年で4回目となる「いんざい健康ちょきん運動・地区全体交流大
会」が開催されました。会場となった松山下公園総合体育館には、市内各地で
活動する40グループ、395人が集結。
　当日は、90歳以上の参加者へ、市長から感謝状が贈呈された後、各グルー
プの活動状況を紹介しました。どのグループも自分たちの取り組みを生き生き
とアピールし、その充実ぶりがうかがえました。今年も参加者全員での健康ちょ
きん運動が行われるなど、各地区の交流も大いに深まったようです。
　いんざい健康ちょきん運動は、住み慣れた地域で健康づくり、地域づくりを
目的とした住民主体の活動で、現在、市内では70グループ、1,530人の皆さん

IFSCリードワールドカップ印西2019

が取り組み、年々
参加者が増えてい
ます。
　活動を始める際
には、市が支援を
行いますので、皆
さんも始めてみま
せんか。
高齢者福祉課
　生きがい支援係
　（☎33-4592）

10/24〜28

広報レポーター
木下 詩織（大塚）
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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